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本書は， Heidelberg大学病理学教室の Doerr教授らによって編集された分担
執筆による病理学各論のシリーズ物の lつである。
本書とほぼ同犠の形式で書かれたものに， 病理学の教典として， 古くから病理
学者の聞で読まれている Henke，F.，und Lubarsch，O. による Handbuchder 
speziellen pathologischen Anatomieや Kaufmann，E. (1955)による Lehrbuch 
der speziellen pathologischen Anatomie等がある。 しかし，最近の医学の急速
な進歩にともなって， Henke，F und Lubarsch O.や Kaufmann，E.の Hand-
buchでは，満足出来ない事柄に， 我々 は， しばしば，遭遇するのである。本書
は，最近の新しい知見を盛り込んだ Hanclbuchである所に，その狙いがある。
本巻は，腸管(小腸， 虫垂， 大腸，直腸)及び腹膜の疾患について記載されて
いるが， 胎生学に始まり局所解音1 ，肉眼及び組織学的所見さらに， 電顕的検索を
加えて， 系統的に豊富なきれいな図譜と最近の知見を加えた模型図を使用しなが
ら詳細な解説をしている。 ことに， その引用文献の豊富なことも本書の特徴の l
つで、ある。
次に，その項目を列挙しながら，その内で注目される部分の紹介をしたいと思う。
(第 1項)Embryologie; ここでは，主として， 模型図を使用しながら， 正常
の胎生学から病的変化への成り立ちが，解説されている。 また， その参考文献も 
1970年代のかなり新しい知見も加えている。
(第 2項)A. Topographie，makroskopische Anatomie uncl Histologie;従来
の解剖書に出ているものを，その重要な点だけをとり上げ簡単に説明している。 
B.Physiologie; ここでは，この本の内でもかなりな頁をさいて説明がなされ
ている。最近の知見(例えば“ gastricinhibitory polypepticl "や“ vasoactive 
intestinal pepticl "など)をもりこんだ模型図及び電子顕微鏡学的所見を豊富に
使用して，かなり詳細な記載をしている。 
C. Kongenitale Fehlbildung; この分野の研究は，古くから一定のレベノレの
研究がなされ， 目新しい事実は少ないが，イレウスによる Schockpathogeneseに
ついての考え方が興味ある。 
D. 1¥在echanischebeclingte Erkankungen 
E. Malabsorptions-Synclrome;この分野の研究は，病理学のみならず，臨床分
野からもきわめて興味がもたれているし，また， その研究の進歩もいちぢるしい。
従って，これを明解にまとめることは，大変困難であるが， 本書では， 生理学的
データーを基にして，その形態学的根拠を詳細に，要領よく記載している。 
G. Entzunclungen; この項でとくに注目してよいのは， 最近， 日本でも問題
になっている「腸の潰療性病変」である。その内でも Colitis ulcerosa，Crohn-
sche Krankhei tをめぐる諸問題で，本書は種々の学説を要領よくまとめ，両疾患
の鑑別診断の項は，一般病理学者にも参考になる。 
H. Vaskular beclingte Erkrankungen J. Sonstige Erkrankungen 
K. Tumoren; この項では，豊富な腸管腫療の症例を用いて， その発生頻度，
発生部位， 予後等を統計学的にまとめている。 これらのデーターは臨床病理学的
にも大変役に立つものと考えられる。
以上， 本書に関する簡単な紹介をおこなったが，本書は， 病理学者のみなら
ず，臨床医にも，是非一読を進めたい好書である。(長尾孝一)
(千葉医学， 53，228，1977) 
